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16広報ななお

8月13日㈪～9月9日㈰
月 火 水 木 金 土 日

○ 平 和 写 真 パ ネ ル
展【中島市民セン
ター会場】

　（8月16日まで）
 問総務課
 ☎53-1111

○愛の献血
　問福祉課 
　☎53-8463

○能登ふるさと博
　第６回さざなみ夢

花火納涼漁港まつ
り2012

　問観光交流課
 ☎53-8424

○新宮納涼祭 
問観光交流課 
☎53-8424

○第８期「のと・七
尾人間塾」塾生申
込締切日

　問のと・七尾人間
　塾運営委員会 
☎53-8565

○星空を観察しよう
　問環境安全課 

☎53-8421

○要約筆記入門講座
 （毎週土曜日9月15

日まで）
　問福祉課
 ☎53-8464

○国保特定健診
　問保険課 
　☎53-8420

○ホームヘルパー
　２級講習会
 問子育て支援課 

☎53-8445

○ガラ美キッズ
　「1日こども学芸員」
 問能登島ガラス美術館
 ☎84-1175

○七尾市文化産業賞
の推薦受付締切日 
問秘書人事課 
☎53-1110

○夏やすみ・のとじ
ま子どもキャンプ

　第3回
　（8月22日まで） 

問観光交流課 
☎53-8436

○手話奉仕員養成講座
（入門）

　（毎週火曜日12月11
日まで）

 問七尾市社会福祉協議会
 ☎52-2099

○JAPANTENTin七尾
　（８月26日まで）
 問市民男女協働課 

☎53-8633

○市民ミュージカル
ワークショップ

　（8月26日まで） 
問能登演劇堂 
☎66-2323

○ゆかいなラン科植
物展

　（９月19日まで） 
問のと蘭ノ国 
☎54-0300

○丘にあふれるガラ
ス玉の海で遊ぼう
INガラ美パーク

　（8月26日まで） 
問能登島ガラス美術館

 ☎84-1175

○ナイトインサマー
やたごう 

　問矢田郷公民館
 ☎52-5240

○第24回七尾城山ク
リーン大作戦 
問矢田郷公民館 
☎52-5240

○長谷川等伯展特別
講演会

　問七尾美術館
　☎53-1500　

○日室の鎌祭り 
問観光交流課 
☎53-8424

○市長談話室
　問広報広聴課 

☎53-8423

○和倉温泉短歌・俳句大会
 （ ８月31日まで）
 問観光交流課 

☎53-8436

○海上保安大学校学
生募集

　（９月11日まで）　
　問七尾海上保安部

　☎52-9118

○児童扶養手当等医
療費の現況届提出
締切日

　問子育て支援課 
☎53-8445

○七尾市景観審議会
の委員募集申込締
切日

　問都市建築課 
☎53-8469

○ 第3回 シ ー カ ヤ ッ
ク能登島里海フェ
スティバル

　（9月2日まで） 
問観光交流課 
☎53-8436

○ホームヘルパー
　２級講習会
 問子育て支援課 

☎53-8445

○第２回文化講座
　近世七尾城下の寺

院移動巡り
　問中央図書館 

☎53-0583

○自衛官（防衛大学
校学生等）募集

　（ ９ 月 ５ 日、10月
１日まで）　

　問自衛隊石川地方
　協力本部七尾出
　張所

　☎53-1691

○自衛官（防衛大学
校学生等）募集申
込締切日　

　問自衛隊石川地方
　協力本部七尾出
　張所

　☎53-1691

○WAKURAサンセッ
トクルーズ

　（９月９日まで）
 問和倉温泉観光協会
 ☎62-1555

○自衛官（一般曹候
補生等）募集申込
締切日　

　問自衛隊石川地方
　協力本部七尾出
　張所

　☎53-1691

○国保特定健診
　問保険課 
　☎53-8420

○能登ふるさと博
　灯りでつなぐ能登

半島「田鶴浜あか
りまつり」

　問観光交流課
 ☎53-8424

○想いよ、届け！
　全能登私の主張発

表大会
 問文化課
 ☎53-8437

○第７回七尾城跡ウ
オークラリー参加
者申込締切日

 問矢田郷公民館 
☎52-5240

有
料
広
告
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お
熊
甲
祭

　

こ
の
祭
り
は
久
麻
加
夫
都
阿
良
加
志
比

古
神
社
（
く
ま
か
ぶ
と
あ
ら
か
し
ひ
こ
じ
ん

じ
ゃ
）・（
熊
甲
神
社
）
の
大
祭
で
、
毎
年
9

月
20
日
に
行
わ
れ
る
こ
と
か
ら
“
二
十
日
祭

り
”
と
も
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。

　

熊
甲
神
社
を
本
社
と
す
る
末
社
が
、
古
く

熊
木
郷
と
呼
ば
れ
た
土
地
の
19
社
か
ら
く
り

出
し
た
神
輿
は
、
猿
田
彦
の
先
導
で
、
高
さ

20
メ
ー
ト
ル
の
深
紅
の
大
枠
旗
や
お
道
具
を

そ
ろ
え
、「
イ
ヤ
サ
カ
サ
ー
」
の
掛
け
声
と
、

鉦
や
太
鼓
の
音
も
賑
や
か
に
、
本
社
に
参
入

し
ま
す
。

　

拝
殿
に
全
神
輿
が
参
入
す
る
と
、
本
社
で

は
奉
幣
式
（
ほ
う
へ
い
し
き
）
に
移
り
、
若

衆
が
鉦
や
太
鼓
を
打
ち
鳴
ら
し
、
そ
れ
に
合

わ
せ
て
猿
田
彦
が
境
内
で
乱
舞
し
ま
す
。

　

祭
典
後
、
本
社
の
神
輿
を
先
頭
に
9
月
6

日
の
「
し
ら
い
」
で
決
ま
っ
た
ク
ジ
順
に
渡
御

（
と
ぎ
ょ
）
が
行
わ
れ
、
境
内
か
ら
７
０
０

メ
ー
ト
ル
ほ
ど
離
れ
た
加
茂
原
（
か
も
は
ら
）

へ
と
移
動
し
ま
す
。

　

お
旅
所
で
あ
る
加
茂
原
で
は
、
お
練
が
行

わ
れ
、
時
計
と
反
対
廻
り
に
3
回
廻
り
ま
す
。

早
廻
り
や
枠
旗
を
地
面
す
れ
す
れ
ま
で
傾
け

る
「
島
田
く
ず
し
」
と
よ
ば
れ
る
大
技
も
披

露
さ
れ
、
祭
り
は
最
高
潮
に
達
し
ま
す
。

「
島
田
く
ず
し
」
と
は

　

長
大
な
枠
旗
を
担
ぎ
な
が
ら
傾
け
て
大
旗

を
地
面
す
れ
す
れ
ま
で
下
げ
る
場
面
が
、
祭

り
の
見
ど
こ
ろ
の
一
つ
で
す
。
島
田
と
は
娘
が

結
う
日
本
髪
の
島
田
髷
（
し
ま
だ
ま
げ
）
の

こ
と
で
、
そ
の
昔
、
大
旗
の
先
端
が
祭
り
見

物
の
娘
の
島
田
に
あ
た
り
、
そ
の
髪
が
崩
れ

た
こ
と
で
名
付
け
ら
れ
た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

能
登
中
島
の
枠
旗
祭
り

　

実
り
の
秋
を
迎
え
る
と
町
内
の
各
集
落
で

は
、
１
年
間
の
五
穀
豊
穣
に
感
謝
す
る
秋
祭

り
が
９
月
４
日
か
ら
10
月
９
日
ま
で
の
1
カ

月
以
上
に
お
よ
ぶ
期
間
で
行
わ
れ
ま
す
。

　

鉦
や
太
鼓
の
音
が
町
内
の
ど
こ
か
の
集
落

か
ら
聞
こ
え
、こ
の
地
域
は
文
字
通
り「
祭
り
」

一
色
と
な
り
ま
す
。

　

秋
祭
り
で
は
、
20
ｍ
を
超
え
る
深
紅
の
大

旗
を
担
い
で
練
り
歩
き
ま
す
。
こ
の
地
域
の

秋
祭
り
は
、
全
国
で
も
見
ら
れ
な
い
「
枠
旗

祭
り
」
と
し
て
知
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

枠
旗
祭
り
に
は
、各
集
落
の
産
土
神
社
（
う

ぶ
す
な
）
の
祭
礼
（
小
祭
り
）
と
中
世
か
ら

の
由
緒
あ
る
惣
社
を
中
心
に
各
集
落
が
よ
り

集
う
「
寄
り
合
い
祭
り
（
大
祭
）」
が
あ
り
、

江
戸
時
代
以
降
、
伝
統
と
し
て
受
け
継
が
れ

て
い
ま
す
。

　

■ 

笠
師
祭　
　

９
月
第
２
土
曜
日

　

■ 

お
熊
甲
祭　

９
月
20
日

　

■ 

新
宮
祭　
　

９
月
22
日
（
秋
分
の
日
）

　

■ 

六
保
祭　
　

９
月
最
終
土
曜
日

「
猿
田
彦
」
と
は

　

日
本
神
話
で
、
天
照
大
神
の
孫
で
あ
る
瓊

瓊
杵
尊
（
に
に
ぎ
の
み
こ
と
）
降
臨
の
際
、

先
頭
に
立
っ
て
道
案
内
し
た
と
い
わ
れ
る
神

様
。
顔
赤
く
、
鼻
の
高
い
の
が
特
徴
で
、
祭

り
行
列
の
先
導
役
を
務
め
ま
す
。
本
祭
礼
で

は
、
鉦
や
太
鼓
の
リ
ズ
ム
に
合
わ
せ
て
踊
る

姿
が
ユ
ー
モ
ラ
ス
で
す
。

　

七
尾
市
観
光
協
会　

☎
53
―
８
４
２
４
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異
国
情
緒
漂
う
秋
祭
り『
お
熊く

ま

甲か
ぶ
と

祭ま
つ
り

』

　

国
指
定
重
要
無
形
民
俗
文
化
財
・
熊く

ま

甲か
ぶ
と

二は

十つ

日か

祭ま
つ
り

の
枠わ

く

旗ば
た

行ぎ
ょ
う

事じ

　
昭
和
56
年（
１
９
８
１
年
）１
月
21
日
指
定

第 10 回

　第10回目のテーマは、毎年9月20日、異国情緒豊
かに繰り広げられる奇祭「お熊甲祭」を紹介します。


